
第２期「宮崎市地方創生総合戦略」（案）及び

第２期「みやざき共創都市圏ビジョン（案）の概要

（素案からの変更箇所）

前回、第２期「宮崎市地方創生総合戦略」及び第２期「みやざき共創都市圏ビジョン」の素案

を提示したが、令和元年 12 月に策定された国の総合戦略や別途策定作業を進めている個別計画

の内容等を踏まえ見直しを行った。案の概要（素案からの変更箇所）は、次のとおり。

また、令和２年度当初予算の事業を反映した「地方創生総合戦略及びみやざき共創都市圏ビジ

ョンの構成内容（案）」は資料１－２、「地方創生総合戦略の重点プロジェクトの取組（案）」は

資料１－３のとおりであり、資料１－５及び資料１－６のとおり最終案を作成した。

１ 宮崎市地方創生総合戦略（人口ビジョン編） 資料１－５

１ページの表１「宮崎市の近年の人口推移」の 2019 年分を追加。

２ 宮崎市地方創生総合戦略（総合戦略編） 資料１－６

（１）総合戦略における基本的な考え方

今回（第２期案） 前回（第２期素案）

【資料１－６の１～３ページ】

１ 総合戦略における基本的な考え方

（略）

（１）「SDGs（持続可能な開発目標）」との一体

的な推進

（略）

（２）「関係人口」の創出・拡大

（略）

（３）「Society5.0」の実現に向けた技術の活

用

（略）

本市においても、こうした社会をイメージ

しつつ、ＡＩやＩｏＴ、ビッグデータなどの

技術を活用して、直面する地域の課題解決や

活性化及び行政内部の業務効率化に取り組

み、社会・生活のさらなる質の向上を目指し

ていく。

（４）多様な人材の活躍推進

本市における地方創生の更なる実現に向

けては、地方創生の基盤を成す多様な人材の

活躍を推進することが重要である。

このため、地域の課題解決に向け、市民や

事業者、行政などの地域の多様な主体が連携

するだけでなく、それぞれが地域の担い手と

して活躍できる環境づくりを推進していく。

また、女性、高齢者、障がい者、外国人な

ど、誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる

地域社会づくりを推進していく。

１ 総合戦略における基本的な考え方

（略）

（１）「SDGs（持続可能な開発目標）」との一体

的な推進

（略）

（２）「関係人口」の創出・拡大

（略）

（３）「Society5.0」の実現に向けた技術の活

用

（略）

本市においても、こうした社会をイメージ

しつつ、直面する地域の課題解決や活性化に

取り組み、社会・生活のさらなる質の向上を

目指していく。

資料１－１
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（２）基本的方向・主要施策

今回（第２期案） 前回（第２期素案）

多様なライフスタイルに対応した

「１ 子育て支援の充実」

【資料１－６の 10 ページ】

■

■

■ 多様なライフスタイルや社会情勢の変

化に柔軟に対応するため、教育・保育環境

の充実や保育士等の人材確保のほか、スキ

ルの高い保育士等の育成を図る。

【資料１－６の 11 ページ】

１－３ 幼児教育・保育サービスの提供

○ 教育・保育ニーズの高い地域における教

育・保育環境を整備するほか、関係団体と

連携しながら、多様な就労形態に応じたサ

ービスの充実を図るとともに、保護者の経

済的な負担の軽減、一時的な利用や特別な

支援が必要な子どもに対応した教育・保育

環境づくりに努める。

○

2025 年問題を見据えた

「２ 医療・福祉の充実」

【資料１－６の 16 ページ】

２－３ 地域包括ケアシステムの構築

○

○

○

○

○

若い世代の定着や生産性の向上を図る

「５ 雇用の場の創出」

【資料１－６の 29 ページ】

５－５ 中心市街地のにぎわいの創出

○

○

○ 中心市街地において、創業サポート室を

運営し創業の増加を図り、雇用の拡大に繋

げていくとともに、空き店舗等を活用し商

多様なライフスタイルに対応した

「１ 子育て支援の充実」

■

■

■ 多様なライフスタイルや社会情勢の変

化に柔軟に対応するため、保育環境の充実

やスキルの高い保育士等の育成を図る。

１－３ 幼児教育・保育サービスの提供

○ 保育ニーズの高い地域における保育環

境を整備するほか、関係団体と連携しなが

ら、多様な就労形態に応じた保育サービス

の充実を図るとともに、保護者の保育に係

る経済的な負担の軽減、一時的な保育の利

用や特別な支援が必要な子どもに対応し

た保育環境づくりに努める。

○

2025 年問題を見据えた

「２ 医療・福祉の充実」

２－３ 地域包括ケアシステムの構築

○

○

○

○

○

○ 地域資源や特性を生かし、高齢者向けの

住宅サービスと連携するなど、地域の活性

化に寄与するＣＣＲＣの取組を検討する。

若い世代の定着や生産性の向上を図る

「５ 雇用の場の創出」

５－５ 中心市街地のにぎわいの創出

○

○

○ 中心市街地において、創業サポート室を

運営し創業の増加及び雇用の拡大を図る

とともに、空き店舗等を活用し商業や業務
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（３）重点目標及びＫＰＩの目標値等

４ページ（別紙）のとおり、ＫＰＩの名称、現況値や目標値を変更。

（４）その他

【資料１－６の 42～45 ページ】

「７ 資料」編に、現行の「（１）重点項目と SDGs（持続可能な開発目標）の関連付け」に

加え、「（２）「ＳＤＧｓ」17の目標の説明・自治体行政の果たし得る役割」を追加。

３ みやざき共創都市圏ビジョン 資料１－２ 資料４

第２期「みやざき共創都市圏ビジョン」は、宮崎市、国富町及び綾町の第２期「地方創生（ま

ち・ひと・しごと創生）総合戦略」との整合や位置付ける事業を踏まえ、「地方創生総合戦略」

と同様に、第１期から事業名や事業概要のほか、予算額などを見直している。

今回（第２期案） 前回（第２期素案）

業や業務機能の集積を図る。

交流人口や販路の拡大を図る

「６ ブランド力の向上」

【資料１－６の 34 ページ】

６－３ 観光客受入環境の充実

○

○

○ 神話・観光ボランティアを育成し、観光

ホスピタリティ（おもてなしの心）の機運

を醸成する取組を推進する。

機能の集積を図る。

交流人口や販路の拡大を図る

「６ ブランド力の向上」

６－３ 観光客受入環境の充実

○

○
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○
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光
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踏
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３
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踏
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◆
長

期
ビ

ジ
ョ

ン

◆
総

合
戦

略
【

概
要

】
【
４
つ
の
基
本
目
標
と
２
つ
の
横
断
的
な
目
標
】

【
４

つ
の

基
本

目
標

】

参
考
資
料

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
体
系
等
に
つ
い
て

第
１
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
1
5
～
2
0
1
9
年
度
）

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

（
2
0
2
0
～
2
0
2
4
年
度
）

基
本

方
針

　
＜

2
0
1
9
年
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令
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元
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）

6
月

策
定

＞
総
合
戦
略
策
定
　
＜
2
0
1
9
年
（
令
和
元
年
）
1
2
月
策
定
＞

　
第

１
期

の
地

方
創

生
に

つ
い

て
、

「
継

続
を

力
」

に
し

、
よ

り
一

層
充

実
・

強
化

。
　

枠
組

み
や

４
つ

の
基

本
目

標
は

基
本

的
に

維
持

し
、

新
た

な
視

点
も

踏
ま

え
必

要
な

見
直

し
を

行
う

。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ
る
地
域
社
会
」
の
実
現
と
、
「
東
京
圏
の
一
極
集
中
の
是
正
」

を
共
に
目
指
す
た
め
、
第
１
期
の
成
果
と
課
題
等
を
踏
ま
え
て
、
第
１
期
「
総
合
戦
略
」
の
政

策
体
系
を
見
直
し
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
２
つ
の
横
断
的
な
目
標
の
下
に
取
り
組
む
。

※
宮
崎
市
の
「
第
２
期
計
画
（
案
）
」
の
『
基
本
的
な
考
え
方
』

に
、
「
多
様
な
人
材
の
活
躍
推
進
」
を
追
加
。

※
宮
崎
市
の
「
第
１
期
計
画
」
の
主
要
施
策
に
記
載
し
て
い
た
C
C
R
C

関
連
の
記
載
を
、
「
第
２
期
計
画
（
案
）
」
で
は
削
除
。

※
宮
崎
市
の
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第
２
期
計
画
（
素
案
）
」
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的
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に
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Ｇ
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5
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」
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３
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目
を
追
加
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１
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躍
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２
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。
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り
、

　
 
安

心
な

く
ら

し
を

守
る

と
と

も
に

、
　

 
地

域
と

地
域

を
連

携
す

る

◆
従

来
の

枠
組

を
維

持

◆
必

要
な

強
化

　
②

 
地

方
へ

の
新

し
い

ひ
と

の
流

れ
を

つ
く

る
　

③
 
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・

子
育

て
の

　
　

 
希

望
を

か
な

え
る

◆
新

た
な

視
点

　
・

地
方

へ
の

ひ
と

・
資

金
の

流
れ

を
強

化
す

る
　

　
　

「
関

係
人

口
」

の
創

出
・

拡
大

　
な

ど
　

・
新

し
い

時
代

の
流

れ
を

力
に

す
る

　
　

　
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
、

S
D
G
s
　

な
ど

　
・

人
材

を
育

て
活

か
す

　
・

民
間

と
協

働
す

る
　

・
誰

も
が

活
躍

で
き

る
地

域
社

会
を

つ
く

る
　

・
地

域
経

営
の

視
点

で
取

り
組

む

国
の
第
２
期
計
画
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

　
「
誰
も
が
活
躍
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
横
断
的
な

目
標
１
に
お
い
て
、
分
野
横
断
的
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
。

第
２
回
専
門
部
会
（
R
1
.
7
.
2
6
）
及
び
第
１
回
協
議
会
（
R
1
.
8
.
8
）
で
説
明
。

　
2
0
6
0
年

に
１

億
人

程
度

の
人

口
を

確
保

　
・

人
口

減
少

の
歯

止
め

　
・

東
京

一
極

集
中

の
是

正
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